
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ対策や教育・子育て、防災など９８項目を要望 

 現在、枚方市では来年度の予算編成作業が進められ

ていますが、日本維新の会大阪府枚方市支部では、11

月 13 日、「令和 3 年度 枚方市予算編成に関する要望

書」を、枚方市の伏見隆市長に提出し、意見交換を行

いました。 

来年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、

税収の大きな落ち込みが予想され、市の財政に与える

影響が懸念されています。 

しかし、このような状況においても、さらなる感染

防止対策をはじめ、影響の長期化が予想される市民生

活や事業活動への対応にもしっかりと取り組んでい

くことはもちろん、枚方市駅周辺再整備などの大型プ

ロジェクトをはじめ、大規模災害への対応、待機児童

の解消など多岐にわたる市政課題にも、迅速かつ着実

に取り組んでいかなければなりません。 

そのためには、ニューノーマルへの対応やＩＣＴ活

用の観点から、既存事業の優先順位や実施時期等の見

直しを行うなど行財政改革を進めるとともに、国・府

の支援策を有効に活用するなど、財源の確保を図るこ

とが必要となります。 

これらの課題を踏まえ、統一地方選挙において大阪

維新の会枚方市支部がマニフェストとして掲げた▼

徹底した行財政改革▼安心・安全なまちづくり▼枚方

の『成長』を推進▼子育てを枚方のブランドに▼生き

る力を育む教育▼健康寿命の延伸▼快適な住環境の

整備▼福祉・医療・介護施策の推進―の８つの分野に、

新たな政策課題として▼新型コロナウイルス感染症

対策及びニューノーマルへの対応―を加えた９つの

分野について、98項目にわたる要望をまとめました。 

来年度予算については、来年の 3 月定例月議会にお

いて審議することになりますが、今回の要望が反映さ

れているかをしっかりとチェックをするとともに、引

き続き市政運営に対する提言を行っていく考えです。 

【主な要望項目】 

医療提供体制の強化、電子申請の推進、窓口手続きの

ワンストップ化、民間活力の導入、自治体間の広域連

携、公共施設避難所の機能強化及び避難生活環境の改

善、浸水対策の強化、通学路等の安全対策の強化、枚

方市駅前へのホテル誘致、通年の待機児童ゼロ、子ど

も医療費助成の拡大、30人学級の実現、学校園トイレ

の洋式化、がん検診の受診率向上、淀川渡河橋の整備

促進と周辺道路の安全対策、自治会館建設助成制度の

拡充、健康・福祉の地域拠点の拡大、高齢者のＩＣＴ

利活用支援―など。 
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